
様式１

豊かな心を持ち，たくましく，ともに生きる力にあふれた生徒を育成する。

  ：生徒・保護者・地域に開かれた学校，信頼される学校。

→₯≡└ ：研修に心がけ，専門性を高めて生徒に分かる授業づくりに努める教職員。教育実践を公開し，生徒・保護者等とともに歩む教職員。学校組織のもとに，協働実践す

る教職員。

：心や体を鍛え，主体的に学ぶ力を身に付けようと努力する生徒。整理整頓ができ，時間が守れる生徒。互いの身になって考え，協力しよりよい人間関係を作ろうと

する生徒。

║

４ 意欲的に表現し合う授業づくりに努めた教員が８０％以上 ４ 意欲的に活動し合って学習に取り組んだ生徒が８０％以上

３ 意欲的に表現し合う授業づくりに努めた教員が７０％以上 ３ 意欲的に活動し合って学習に取り組んだ生徒が６０％以上

２ 意欲的に表現し合う授業づくりに努めた教員が６０％以上 ２ 意欲的に活動し合って学習に取り組んだ生徒が４０％以上

①生徒が学習のめあてをしっかり

と持って，意欲的に表現（活動）し

合う授業づくりに努める。

１ 意欲的に表現し合う授業づくりに努めた教員が６０％未満 １ 意欲的に活動し合って学習に取り組んだ生徒が４０％未満

４ 単元ごとつまずきに手立てを加えた教員が８０％以上 ４ 単元のつまずきが克服できた生徒が８０％以上

３ 単元ごとつまずきに手立てを加えた教員が７０％以上 ３ 単元のつまずきが克服できた生徒が６０％以上

２ 単元ごとつまずきに手立てを加えた教員が６０％以上 ２ 単元のつまずきが克服できた生徒が４０％以上

②単元（教材）ごとにまとめや評価

を行って，生徒の理解度を把握し，

つまずきに対して手立てを加える。

１ 単元ごとつまずきに手立てを加えた教員が６０％未満 １ 単元のつまずきが克服できた生徒が４０％未満

４ 授業評価を活用し学習に臨む姿勢を向上させた教員が８０％以上 ４ 以前より学習に臨む姿勢が向上した生徒が８０％以上

３ 授業評価を活用し学習に臨む姿勢を向上させた教員が７０%以上 ３ 以前より学習に臨む姿勢が向上した生徒が６０％以上

２ 授業評価を活用し学習に臨む姿勢を向上させた教員が６０%以上 ２ 以前より学習に臨む姿勢が向上した生徒が４０％以上

基礎学力向上

に重点をおき，意

欲的に取り組め

る授業の創造の

ための指導と評

価の工夫改善を

行う。

学習のめあてを持た

せ，しっかりと聞き，

考え，表現する場面を

設定するなど，生徒の

出番のある授業の展開

に努める。

③▲生徒の授業評価を活用すること

で，授業への満足度を高めるとともに，

教科会でベクトルを合わせ，学習に臨む

姿勢を向上させるように努める。 １ 授業評価を活用し学習に臨む姿勢を向上させた教員が６０%未満 １ 以前より学習に臨む姿勢が向上した生徒が４０％未満

４ 家庭でも継続して学習できるよう指導をした教員が８０％以上 ４ 家庭でも継続して学習できた生徒が８０％以上

３ 家庭でも継続して学習できるよう指導をした教員が７０％以上 ３ 家庭でも継続して学習できた生徒が６０％以上

２ 家庭でも継続して学習できるよう指導をした教員が６０％以上 ２ 家庭でも継続して学習できた生徒が４０％以上

”

家庭と連携し，

家庭における学

習習慣の確立を

図る。

自学自習的な内容に

も取り組ませるなど，

家庭学習の習慣化が図

れるように指導する。

④生活ノートや学習計画表を通して家庭学習の実態

把握を行うとともに，学級担任と教科担任が連携して，

家庭でも日頃の学習活動が継続してできるような課題

に取り組ませる。 １ 家庭でも継続して学習できるよう指導をした教員が６０％未満 １ 家庭でも継続して学習できた生徒が４０％未満
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║

４ ふれあい連絡会の開催を月に１回以上 ４ 完全不登校・不登校傾向の生徒が１６人以内

３ ふれあい連絡会の開催を２ヶ月に１回 ３ 完全不登校・不登校傾向の生徒が２０人以内

２ ふれあい連絡会の開催を３ヶ月に１回 ２ 完全不登校・不登校傾向の生徒が２４人以内

⑤スクールカウンセラーを含めた

サポートチームをつくり，援助の方

法を検討して協働して取り組む

１ ふれあい連絡会の開催を学期に１回 １ 完全不登校・不登校傾向の生徒が２８人以上

４ いじめや特別支援に関する調査を月に１回 ４ 早期発見・早期対応に努めた教員が８０％以上

３ いじめや特別支援に関する調査を２か月に１回 ３ 早期発見・早期対応に努めた教員が６０％以上

２ いじめや特別支援に関する調査を３か月に１回 ２ 早期発見・早期対応に努めた教員が４０％以上

不登校生徒が登校で

きる環境づくりを行

い，不登校生徒の減少

に努める。

⑥▲いじめや特別支援を必要とす

る生徒の共通理解を定期的に行い，

早期発見・早期対応に努める。

１ いじめや特別支援に関する調査を半年に１回 １ 早期発見・早期対応に努めた教員が４０％未満

４ 自尊感情の育成に関する取組を年５回以上 ４ 肯定的評価（１・２）と答えた生徒が８０％以上

３ 自尊感情の育成に関する取組を年４回 ３ 肯定的評価（１・２）と答えた生徒が６０％以上

２ 自尊感情の育成に関する取組を年３回 ２ 肯定的評価（１・２）と答えた生徒が４０％以上

⑦自尊感情の育成に関するアンケ

ート調査を生徒に実施し，自尊感情

の向上に努める。

１ 自尊感情の育成に関する取組を年２回 １ 肯定的評価（１・２）と答えた生徒が４０％未満

４ 読書する習慣を指導した教員が８０％以上 ４ 静かに集中して「朝読書」に取り組んだ生徒が８０％以上

３ 読書する習慣を指導した教員が７０％以上 ３ 静かに集中して「朝読書」に取り組んだ生徒が６０％以上

２ 読書する習慣を指導した教員が６０％以上 ２ 静かに集中して「朝読書」に取り組んだ生徒が４０％以上
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”

自律性・社会性

をはぐくみ，豊

かな心を育てる

学習環境をつく

る。

全ての教育活動の中

で，自尊感情など生徒

の心の豊かさがはぐく

まれるように取り組

む。 ⑧▲静かに集中して「朝読書」に取

り組むように指導するとともに，本

に親しむ生徒の育成に努める。

１ 読書する習慣を指導した教員が６０％未満 １ 静かに集中して「朝読書」に取り組んだ生徒が４０％未満

４ Web ページの更新が月に３回以上 ４ 積極的に情報発信していると感じた保護者が８０％以上

３ Web ページの更新が月に２回 ３ 積極的に情報発信していると感じた保護者が６０％以上

２ Web ページの更新が月に１回 ２ 積極的に情報発信していると感じた保護者が４０％以上

⑨Web ページの更新を月２回以上行

い，新たな情報を保護者・地域など

に提供する。

１ Web ページの更新が２ヶ月に１回 １ 積極的に情報発信していると感じた保護者が４０％未満

４ 通信類を読んで聞かせ保護者に届けるよう指導した教員が８０％以上 ４ 通信類を確実に保護者に届けた生徒が８０％以上

３ 通信類を読んで聞かせ保護者に届けるよう指導した教員が７０％以上 ３ 通信類を確実に保護者に届けた生徒が６０％以上

２ 通信類を読んで聞かせ保護者に届けるよう指導した教員が６０％以上 ２ 通信類を確実に保護者に届けた生徒が４０％以上
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情報発信を積

極的に行い，家

庭 ・ 地 域 と 連

携・協力して，

信頼される学校

をつくる。

様々な機会と手段を

活用して，学校の情報

を発信するとともに，

保護者・地域の声を把

握して教育活動に生か

す。

⑩学校だより・学年通信・生活だよ

り等の通信類を生徒に読んで聞か

せるとともに，保護者に届けるよう

に指導する。 １ 通信類を読んで聞かせ保護者に届けるよう指導した教員が６０％未満 １ 通信類を確実に保護者に届けた生徒が４０％未満


